
【平成十九年第二回市議会臨時会提案理由説明】（11月22日）　　　　　　　　
　本日、ここに、平成十九年第二回市議会臨時会が開会されるにあたり、最近の市政の状況と提案いたしました諸議案につきまして、ご説明申し上げます。

本市の象徴であります白山の峰々は、新雪に輝き、美しい雄大な姿をみせており、去る十八日には、強い冬型の気圧配置に覆われた県内で初雪が観測され、尾口及び白峰地域では除雪車が出動するなど、いよいよ本格的な冬の季節が近づいてまいりました。

こうした中、去る十六日に、国・県などの関係機関をはじめ防災関係者が一同に会した白山市防災会議を開催し、平成十八年の豪雪を教訓に、市、町内会及び地域住民が一体となった雪害に対する体制づくりと、関係機関との連携強化を確認したところであります。

一方、十一月は白山ろくが紅葉に彩られる季節でもあり、十日、十一日には、市ノ瀬や白山スーパー林道などを会場に第三回白山手取川もみじウォークが開催され、県内外より二千七百人を超える多くの方々に、紅葉の白山と手取川渓谷の絶景を楽しんでいただいたものであります。

また、市内各地におきまして、市民文化祭や記念行事、鳥越新そばまつりなど様々な催しものが行われたところであり、市内のみならず市外から訪れた多くの皆さんが、豊かな自然や芸術・食文化など各地に息づく様々な魅力を満喫していただいたことにより、地域の活性化と交流人口の拡大などに繋がったところであります。
さて、来年二月一日より四日間にわたり、白山白峰温泉スキー場をはじめとした三会場にて開催されます第四十五回全国中学校スキー大会につきましては、全国より約二千二百人の選手、役員が本市を訪れ、クロスカントリー、スラローム、ジャンプなどのスキー競技を行うものであります。
本市においては、昨年度に設置された実行委員会のもと、競技会場の整備や選手の育成・強化、宿泊施設確保などの準備を進めると共に、十月には四人の専任職員を配置し組織の強化を図るなど、大会の成功に向け万全の体制を整えているところであります。

次に、市営スキー場の運営についてであります。
市営スキー場の運営につきましては、白山市観光戦略会議の答申及び市議会スキー場対策特別委員会での議論を踏まえ、六月定例会におきまして、本市の運営方針を決定するとともに、先の九月定例会におきまして、この方針に基づき、五つの市営スキー場の方向性と具体的な取り組みをお示ししたものであります。
その方針に基づき、河内千丈温泉金沢セイモアスキー場及び白山一里野温泉スキー場の運営につきましては、民間資本による運営会社の設立を予定している関係者との協議を進めてきましたところ、新会社が十一月一日に設立され、今シーズンからの営業準備が整ったことから、これに伴う指定管理者の指定などの諸議案を上程するものであります。
白山ろくにおける冬の観光の中心的な役割を担う両スキー場の運営は、地元の協力体制のもと、スキー場運営の専門知識をもった民間会社へ委託することにより、魅力あるスキー場としての集客力を高め、スキー場産業の再生に繋がることを期待するものであります。
次に、鳥越高原大日スキー場につきましては、先の九月定例会におきまして、社会体育施設に機能転換したものであり、現在、災害復旧工事を実施していることから、今季は、運営を休止するものであります。
なお、地域の皆さんが中心となって設立するＮＰＯ法人等による運営方法にきましては、引き続き地元と協議を進めてまいるものであります。

次に、白山白峰温泉スキー場につきましては、県内で唯一、全日本スキー連盟公認の競技コースを有しており、また、スキー競技力の向上と選手の育成・強化を図る観点から、県に対し、財政面の支援を引き続き要望するものであります。
次に、白山中宮温泉スキー場につきましては、今シーズンから運営を休止することから、地域活性化の具体的な方策などについて、地元と鋭意、協議を進めているところであります。
以上が、現在の市営スキー場の取り組み状況でありますが、今後とも市民や議会の皆様のご理解とご協力を賜りながら、適切な対応に努めてまいる所存であります。

　それでは、提出いたしました諸議案について、ご説明申し上げます。
　提出議案は、条例案一件、事件処分案一件となっております。

　はじめに、議案第百二十号の「白山市スキー場施設条例の一部を改正する条例」についてであります。

　市営スキー場のうち、河内千丈温泉金沢セイモアスキー場及び白山一里野温泉スキー場につきましては、新たに公設民営化とすることから、現状の使用料金代行制を利用料金制に改正するものであります。
次に、議案第百二十一号の「河内千丈温泉金沢セイモアスキー場及び白山一里野温泉スキー場施設の指定管理者の指定」についてであります。

河内千丈温泉金沢セイモアスキー場、白山一里野温泉スキー場及び関連する六施設につきましては、指定管理者として、株式会社スノー　エリア　マネージメント白山を新たに指定するものであり、地方自治法第二百四十四条の二の規定に基づき、議会の議決を求めるものであります。
以上をもちまして、今臨時会に提出いたしました議案の説明を終わりますが、何卒慎重にご審議の上、適切なるご決議を賜りますようお願いいたします。
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